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まえがき
　このたび『ソシオロジカ』第39巻第₁，₂合併号を刊行いたします。本誌
は創価大学社会学会発足以来38年間にわたって，会員の研究成果を掲載し，
本学における広義の社会学の研究と教育に寄与してまいりました。本年度も，
多忙な業務のなかで，多くの若手研究者が寄稿してくださり，読み応えのあ
る内容になりました。寄稿者の皆様に感謝申し上げます。
　感謝の意は編集に携わってくださった方々にも表したいと思います。とり
わけ長年本誌の編集責任者を勤めてくださった伊藤高史教授に篤く御礼申し
上げます。伊藤先生は，4月から関西方面の大学へ移られることになりまし
た。私どもにとっては誠に残念ですが，先生のますますのご活躍，ご健勝を
心からお祈り申し上げる次第です。
　さて本号には，論文とともに，大学院生の研究ノート，書評を多く掲載し
ました。後期課程で学位取得をめざす院生，特に留学生が増えたこともあり，
学術研究の出発点はやはり先行研究のレビューからであることを教えるため
でした。主要な先行研究を批判的に検討する過程で，自らの問題関心や分析
枠組みを模索し，問題設定を明らかにして論究していくことの重要性を，私
自身も再認識しています。留学生にとって日本語の習熟度が高まっても，専
門書を読み込むことは，やはり大変なようです。しかし日本語，英語，自国
語の諸文献を渉猟できるようになれば，素晴らしい研究ができます。その成
果を楽しみにして，私ども教員もさらに切磋琢磨していきましょう。
　なお本誌は，次2015年度号からデジタル化されることになります。紙媒体
での発刊は，本号が最後になります。デジタル化は時代の趨勢とはいえ，便
利になる側面と読まれなくなる危惧も生じます。デジタル版を，今後，活用
していきたいと思います。
　最後に，2015年9月に日本宗教学会の第74回学術大会が創価大学で開催さ
れ，私も含め会員の諸先生も主催側として準備が始まりました。冒頭の公開
2シンポジウムでは，イギリスとアメリカの著名な宗教社会学者を招いて，
「宗教の未来・宗教学の未来」と題して論議します。テーマの背景にある問
題は，近代社会が前提としてきた合理化され，世俗化された社会という理念
型が昨今大きく問題視され，国家を含む公共圏における宗教の積極的参入や
貢献を認める「ポスト世俗化社会」「脱世俗主義社会」の論議が盛んになっ
てきたことです。その場合はいかなる問題が解決されなければならないのか
など，昨今のイスラム世界の台頭を念頭に，われわれ自身の問題として熟議
していきたいと願っています。
　皆様のご支援，ご協力をよろしくお願い申し上げます。
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